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P朝日大学

朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会性と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人間の育成をめざします。
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大学評価基準を満たす腿定マ ク

12014朝日大学公開講座」を開催
朝日大学では、「地域と共に歩む大学として日頃の研究成果を社会に還元す

るJことを目的に、 1987年から日常生活に身近な話題を取り上げた公開講座
を開催しています。

第28回となる今年度は、「スポーツと人材育成J、「日本国憲法の諸問題Jとい
う2つのテーマについて各界のエキスパートから提言をいただき、地域社会の

幅広い層の人々へ学習の機会を提供しました。
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基調講演

バレーボールから学んだこと
公益財団法人日本体育協会日本スポーツ少年団副本部長
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パネルテsイスカッションのパネラー
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教育研究の成果を
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第2回の公開講座では、憲法問題の各界エキスパートを迎え、憲法概

念、憲法9条の意義、特定秘密保護法の是非、集団的自衛権などにつ

いて講演やパネルディスカッションが行われ、受講者は憲法問題などにつ

いて学びました。
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「スポーツの果たす役劃」が語られた
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朝日大学体育会バレ ボール部監督

井上義浩 事務主幹

.日本国憲法の諸問題

朝日大学では、「地域と共に歩む大学として日頃の研究成果を社会に

還元するJことを目的に、1987年度から日常生活に身近な話題をテーマ
に取り上げた公開講座を開講し、地域社会の幅広い層の人々へ学習の

機会を提供しています。

第28回となる今年度は、東京オリンピックを6年後に控え全国・世界で

活躍する選手の育成、そして国民の政治的関心が高まった話題から、

「スポーツと人材育成」、「日本国憲法の諸問題jの2つのテーマを掲げ、

瑞穂市総合センター内サンシャインホールに各界のエキスパートを迎え、

それぞれの立場からの提言を受ける公開講座を開催しました。

基調講演

「命に関わる憲法」 教授

パネjレテsイスカッションのパネラー

岐阜県弁護士会

山田秀樹 弁護士

康輝鷲藤法学部
第1回の公開講座では、「スポーツと人材育成」をテーマに張富士夫会

長をはじめ6名の講師を迎え、スポーツとの出会い、スポーツから学んだこ

と、スポーツで得た経験が社会で大いに役立つことなど講演やパネルデイ

スカッションを通じ「スポーツの果たす役割Jについて理解を深めました。

.スポーツと人材育成
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特別講演

わが人生とスポーツ
公益財団法人日本体育協会会長

トヨタ自動車(株)名誉会長

「フロンティアセミナー」を開催

粟津教疫が個人課税の
あり方を語る

.課税・節税について

今回のセミナーでは、粟津教授が「個人課

税のあり方を考える」と題し、様々 な事例や判

例を挙げながらわかりやすく課税のしくみなど

について解説、受講者らはメモをとりつつ熱

心に講演に聴き入っていました。

このフロンティアセミナーは、今後も半年に

一度本学を会場として開催される予定です。

穂積キャンパスl号館大講義室において、瑞穂市とその周辺地域にあ

る大垣共立銀行の5支府が主催する「第27回フロンティアセミナーJが本
学協賛のもと開催され、岐阜市、瑞穂市、本巣市などの市民ら約80名が

粟津明博教授(法学部)の講演を聴講しました。

本セミナーは、大垣共立銀行が同行の進める地域活性化事業の一環とし

て実施している催事で、朝日大学では同セミナーに対し、「大学の知的財産J
を地域社会の皆様に還元できればと、第l回目の開催から協賛しています。
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濃飛倉庫運輸(株)と

産学連携

濃飛倉庫運輸(株)と朝日大学は、幅広い地域社会への貢献に向け

相互に持てる社会的能力を十分に発揮し協力し合うことで、「産学連携

活動に関する協定」を締結しています。この産学連携を一層推進するこ

とを目的に連携協議会が、同社小j幸義行代表取締役社長と大友克之

学長ら関係者が出席し開催されました。

.物流分野の研究で産学連携

すでに本年4月から同社幹部社員による「特殊講義(国際流通、通関

実務)Jの講義が経営学部で開講されていますが、今回の協議会では、

今後も地域社会への貢献に向け、物流に関する研究活動での連携、相

互の講師派遣による講演会・研修会の開催などを継続的かつ積極的に

展開していくことが合意されました。

1916年に設立された濃飛倉庫運輸(株)は、「地域社会経済への奉

仕」を社是とし従業員1，200名、国・内外に70の事業所・拠点を有する地

域に根ざした総合物流企業です。

「講演と懇親の会」を開催

「朝日大学主催 講演と懇親の会」が、JR名古屋駅のマリオットアソシ
アホテルにおいて盛大に開催されました。

同会は、本学学生の就職対策の一環として毎年開催される行事で、

各企業の人事採用担当者を招き、日頃の本学に対する就職支援への感

謝と、本学教職員とのより一層の人事交流を深めていただくことを目的と

して開催されています。本年は愛知県、岐阜県などの企業を中心に、約

3∞名の人事担当者の参加がありました。

今回の講演テーマは「生き残れるものづくりへの条件J(講師経営学
部長岩崎大介教授)で、「ものづくりの能力、断固たる決意、食欲な情報

収集、厳しい家族主義、同族による経営の負託・チーム作り」などが生き

残るための重要な要素となるという講演内容に、参加者たちは熱心に耳

を傾けメモを取っていました。

「生き残るためには」が語られる

.活発な情報交換

講演会終了後には、会場を移し懇親会が開催され、各企業の人事

担当者と本学教職員とが企業の採用状況、卒業生の近況や社会情

勢などについて活発に情報交換を行い、有意義な「講演と懇親の会」

となりました。
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セイノーホールデイングス
関連企業で、インターンシップ

西濃運輸の研修センター(不破郡垂井町)で、本学経営学部学生に

よる「インターンシップ成果報告会」が行われました。8名の学生たちは今

夏、セイノーホールデイングス(株)関連企業の西濃運輸(株)、(株)セイ

ノー商事、(株)セイノー情報サービス、ココネット(株)の4社でインターン

シップ(産業実習:就業体験)を体験、各企業で実際の就労体験を通じて

習得した知識や実社会から学んだ成果を報告会で発表しました。

'就職活動前に経営の実践に触れる

関係者約50名が出席した報告会で学生らは堂々と成果を発表、「い

かに礼節を重んじサービスを大切にしているかが理解できた」、「試行錯

誤を通し仕事を進めていくことの重要性を学んだ」など貴重なインターン

シップ体験談が語られました。

朝日大学では、物流業界の最大手であるセイノーホールデイングス

(株)と地域社会の発展と人材育成に寄与することをめざし、地域産業と

大学教育の分野において連携協力していくための「産学連携協定」を

本年2月に締結しています。

学生がインターンシップの成果を報告

海外の歯学部学生を受け入れ

本学と交流協定を結んでいる北京大学口腔医学院、メキシコ州立自

治大学の教員と学生たちが、本学歯学部での短期海外研修のため相

次いで、来日しました。

中部国際空港や成田国際空港に到着した一行は、穂積キャンパスで

藤原周歯学部国際交流委員長から「朝日大学における歯学教育の現

状」や「岐阜県の歴史と日本文化」の講義を受講。キャンパス内の附属

病院を見学しシミュレーション実習を体験しました。

キャンパスでの研修を終えた学生たちは、岐阜市内のホテルで開かれ

た修了式に出席し、磯崎篤則歯学部長から「修了証書Jを受領。パー
ティーでは本学から両大学への海外研修に参加経験のある学生や関

係教職員との交流を深めてし、ました。一行はその後、古都京都や大阪を

訪問し日本文化を熱'L.、に学び帰国の途につきました。

附属病院でシミュレーション実習を体験
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アフリカ共和国との関係・交 | 講習会に参加した岐阜県立岐阜商業高等学校の生徒と教員は、同

流を深めていくこととなります。 I研究科や経営学部の教員・学生らと共にコンピュータ上で設計したデジ

タルデータをリアルな世界に生み出す技

術について2日間の講習を受講し、パソ

コンやiPadを用いて3Dプリンタでの造

形までを実際に体験していました。

講習会は大変好評とのことで、第2回
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南アフリカ共和国との交流

大友克之学長、磯崎篤則歯学部長、藤原周囲際交流委員長(歯学

部教授)らが、南アフリカ共和国のケープタウンにある在ケープタウン日本

国総領事事務所を訪問し、村瀬充事務所長、演田拓美領事派遣員と

懇談しました。

懇談で大友学長は、南アフリカ共和国と本学との関係、両国の友好発

展のためには労を惜しまないことを伝え、村瀬所長からは教育の分野に

おける本学の積極的な姿勢に対し引き続き情報提供を行っていくとの言

葉をいただきました。

.ステレンボッシュ大学とウエスタンケープ大学を訪問

その後、大友学長らは、今夏に本学でラグビークリニックを行ったチェス

ターウィリアム氏と共にステレンボッシュ大学を訪問、同大学のKotze国際

交流委員部長から同大学の国際交流の現状について説明を受けると

共に、ラグビー場を視察しました。

また、一行は南アフリカ共和国内で歯学部を有する5大学の中で最大

級の規模を有するウエスタン

ケープ大学のOsman歯学部

長を表敬訪問し、両大学にお

ける歯学部の教育システム、

歯科診療事情や国際交流の

状況などについて有意義な

情報交換・懇談割引、ました。

朝日大学は今後、さらに南

ウエスタンケプ大学の
Osman歯学部長と大友学長

雑誌IRikejoJの
取材を受ける

歯学部歯科補綴学分野の羽田

詩子先生が、講談社発行の理系女

子中高生のためのフリーマガジン

iRikejoJの取材を受けました。

理系漫画家のはやのんさんに、

研究室や附属病続で写真や専門

書を見せながら研究テーマである審 研究室で説明する羽田先生(右)

美歯科(歯のエステ)について詳細に説明した羽田先生は、iRikejoJll

月号の「おしゃれ研究室」に漫画になって登場します。iRikejoJは全国の

中高生に無料で配布されています。
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北京大学

口腔医学院との交流

交流協定を締結している北京大学口腔医学院を宮田淳理事長、大

友克之学長、藤原周国際交流委員長(歯学部教授)が訪問しました。

.強固な交流関係を確認

今回の訪問で、は、同大学の院長(学部長)にGuoChuan-Bin先生が就

任されたことから、院長就任への祝意が宮田理事長から述べられると共

に、本学歯学部5年生が交流協定に基づき同学院での短期海外研修に

取り組んでいることへの謝意が伝えられました。また、その後の懇談で、両

大学の交流はこれからも強固な関係にあることを相互に確認しました。

両大学関係者が懇談(GuoChuan-Bin院長.左から4人目)

13Dプリンタ講習会」で
高大連携

大学院経営学研究科が穂積キャンパス5号館パソコン教室において

i3Dプリンタ講習会」を開催しました。この講習会は、高大連携の一環と

して、また、同研究科プロジェクト研究の新たな研究テーマを模索する目

的で開催されたものです。

.デジタルデータをリアルな世界に生み出す

自の講習会の開催が予定されています。 高校生が大学生と共に学んだ

「サービス介助士」資格を取得

公益財団法人日本ケアフィット共育機構が認定する「サービス介助士

2級」の資格を教職員10名が取得しました。

同資格は、高齢者や障害者に対する介助技術と心遣いの習得を証

明するもので、法学部と経営学部の必修科目「社会貢献」において学生

を指導する教職員に対し認定証が授与されました。これにより昨年度取

得者18名と合わせ教職員の有資格者は28名となりました。



歯学部海外4カ国.7大学で研修
.実り多き成果を報告

歯学部では、国際的な視野を持ち、幅広く活躍できる歯科医師を育成するために、毎年夏

季休業期間等を利用した学生の「短期海外研修」を実施しています。

5年生を対象とした海外研修の費用は全額大学が負担。学生にとっては、海外の医療の

現場を知る絶好の機会といえます。

今回、海外4カ国・7大学での実り多き研修が終了し、研修成果が報告(提出)されました。

アメリカ 圃
校スBU
 
ゼンサロ

円子大B
U
 
オフ『ノカ

アメリカ 亘
校オt「ンンサ円子大スサキ一ア

詞
中国最大の歯学部で歯

科医学の中心的役割

を、充笑した施設・建造

物で実感。ハイレベルな

講義と手術室見学で、

「将来の歯科医師」とし

ての自覚がめばえる。

歯学部長との面談、自己紹介から国際交流がスター ホスト学生や教員の細やかな心遣いに感動。臨床実

ト。各分野のエキスパートによる講義を聴講する。教 地教育のシステムの違いや実態に驚き、「臨床実地

員は学生を一人の歯科医師として扱い、学生自身も 教育の重視」をうかがい知る。肌で感じた異国の文

歯学部生としての自覚を持ち、教育と診療に取り組ん 化・社会性が国際性豊かな歯科医師を育む。

でいる姿勢に共感。
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STUDY 
ABROAD 

アメリカ 直

学生が自分の患者さんを受け持っていることに驚く。

毎日、ホスト学生たちと行動を共にし、休日はホーム

パーティーやテネシー州チャタヌーガへエクスカージョ

ン。全てが英語の生活に不安と違和感、しかしそれも

当たり前になり慣れていく自分に驚く。

- ・ | 叫 ~71/7/~' 1。F メキシコ |メキシコ州立自治大学 5名|一一一 フィンランド If-7JVク大学
1 1-....1 1. 1 1 

地球の裏側で、まさに交 I I圃 ー--ー===-11 一一一一一一一一司

際交流を実体験。唯一

ホームステイ研修が経験

できる。臨床実習では抜

歯も行う。勉学に対する

「真撃な態度、モチベー

ションの高さ」に刺激を受

ける。

ー西安市の旧名称は長安、西周時代から秦、

1英、階、唐の都であり、古

代より政治の中心地とし

て発展。軍医を養成す

る大学で、他の大学で

は体験できない研修プ

ログラムに参加。

ーートゥJレクはフィンランドの

古都であり、伝統的な文

化を大切にしつつ、新し

いものを取り入れる力強

きを感じる。トゥルク大学

の教育や施設も例外で

はない。
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iMSL.MSJサミット」に参加
法学部の学生で組織する防犯ボランティア団体「めぐる」が、北方町生涯

学習センター(本巣郡)で開催されたiMSL.MSJサミット」に参加しました。

同サミットは、規範意識向上や非行防止活動を行う高校生・中学生の

自主組織iMSリーダーズ、MSジ、ユニア」の活動事例を発表するサミット

で、瑞穂市周辺地域の中学・高校の生徒ら約330名が出席し:ました。

.防犯ボランティア活動

「めぐるJのメンバーは、サイバー防犯ボランティア活動や地元の穂積小学校

区における自主防犯活動を題材に、地域社会と連携した日頃の活動内容や防

犯ボランティア活動を通じて学んだことなどを報告。会場に集った生徒や関係

者たちは、地域社会に根ざした「めぐる」の報告に真剣に耳を傾けていました。

「めぐる」が活動を報告

MSL(Manners Spirit Leaders) 
高校生が組織する規範意識啓発推進委員

パフェメニュー開発に参画

経営学部ビジネス企画学科で商品開発を学ぶ学生たちが，JR穂積駅近

くにある甘味処「みつはっちゃ屋」のパフェメニューの開発に参画しました。

.大学での学びを実践

学生たちは、これまで、同庖にパフェメニューがなかったことから、パフェ

に関する情報収集を行うと共に、「あったらいいな」と思うパフェメニュー

案やネーミング・キャッチコピーなどを考案し同庖へ提案、オーナーと試作

や改良を重ねた結果、「黒パフェ、白パフェ、3種のもっちりパフェIなど4

種類のパフェが完成しました。

地域社会との連携による実践を

通じ、学生たちは授業で学んだ商

品開発のプロセスをオーナーとの協

働により展開することで「経営」の

一端に触れることができたようです。 学生たちと開発したパフエ
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勇気ある行動を表彰

経営学部ビジネス企画学科3年生の山口慧さん(滋賀県出身)が「経営

学部長表彰Jを受けました。
山口さんは、今夏、知人が住むアパートで下着の窃盗犯を目撃、犯人を

追跡すると共に逃走車両のナンバーを警察へ通報、この一連の対応が犯

人逮捕につながったとのことです。 起

このことから、本学学生の規範とな

る勇気ある行動を称え、山口さん

に「経営学部長表彰」が行われま

した。また、窃盗犯逮捕への貢献

に対し岐阜県警北方署からも「署

長感謝状」が贈られています。 岩崎経営学部長から表彰を受ける山口さん

入院患者さんに癒しの音色

村上記念病院で、入院患者さんを対象に院内コンサートが開催され、約

120名の聴衆がヘルマンハープの調べに聴き入ってU、ました。

ヘルマンハーフ。は、弦と楽器本体の聞に譜面を挟み、譜面にある印をた

どって弦をはじき演奏するドイツ生まれの弦楽器、楽譜が読めなくても簡単に

演奏ができることから「バリアフリーの楽器Jといわれています。

今回のコンサートでは、愛好家グループ「風歌」のメンバーが「星に願いを」

"' ~ ..、ヘ1レマンハープ や「さくらさくらjなど9曲を披露、「ふる
さとJや「花は咲くJでは全員で合唱
し院内コンサートを楽しみました。

このコンサートは、毎年夏と冬に

行われており、病院生活でふさぎが

ちになる入院患者さんの心を毎回

ヘルマンハープの音色が響いた院内コンサート 癒しています。

大学広報を考える

大学の広報を考えようと、報道機関、広告代理庖、出版社などの関係者

約80名が参加し「第4回大学広報を考える会」が開催されました。

高校生の価値意識の変化

「東海エリアの進学マーケットと高校生の

価値意識の変化Jと題した講演会では、

(株)リクルートマーケティングパートナーズ「リ

クルート進学総研」の牧田綾子氏から、東海

地区における18歳入口・地元残留惑の推 リクルート進学総研の
移が解説されると共に、高校生の価値意識牧田綾子氏が講演

が近年「夢Jから「安定・保証」へと、また、進学先に求めることが「可能性J
から「専門性」へと変化している状況下では、「進学希望者や入学者に対

する“カウンセリング型コミュニケーション"が大切である」と語られました。

講演会終了後は、会場を移レ情報交換会が行われ、参加者それぞれ

の業種(立場)から見た昨今の大学広報やメディアの果たす役割などにつ

いての意見が活発に交わされていました。



ボウリング

アジア大会で「金メダル」

仁川(大韓民国)で開催された「第17回アジア競技大会」へ、

安里秀策選手(ビジネス企画学科4年:沖縄)と竹川ひかる選手

(村上記念病院)がボウリング競技で出場し、みごと安里選手が

「男子トリオ戦」で「金メダル」に輝きました。日本勢でこの種目の

「金メダル」は20年ぶりとのことです。

また、竹川選手は「女子トリオ戦」で10位・「女子5人団体戦」で6

位入賞の成績を収めました。

世界で活躍する朝日大学を応援願います。

自転車

「全日本インカレ」
タンデムSPで優勝

「文部科学大臣杯第70回全日本大学対抗選手権jが、静岡県伊豆市

日本cscで開催され自転車競技部は過去最高となる成績を収めました。
トラック競技8種目及びロード競技l種目の総合成績で争われる「全日

本インカレJには、基準タイムをクリアした全国41大学からのべ384名が出

場。タンデムSP優勝をはじめ1kmTTとケイリンでの準優勝、ほかスプリン

「優勝」をはたしたヲンデムSP(後.小原選手、前.市原選手)

野球

ト、4kmIP、ポイントレー

ス、4kmTPの7種目で

の入賞をはたした自転

車競技部は「男子総

合4位入賞(トラック部

門総合3位)Jの好成

績を収め、創部3年目

からの110年連続総合

入賞」をはたしました。

フ。ロチームと熱戦

体育会硬式野球部は、穂積キャンパス野球場にプロ野球福岡ソフト

パンクホークス3軍を迎え対戦を行U当ました。県内大学でプロ野球球団と

戦うのは今回が初めてとのこと。「東海地区秋季岐阜学生リーグjをまぢ

かに控えた野球部は、l軍をめざす若鷹軍国を相手に互角の戦いを挑

み3-3のヲlき分けの好ゲームを展開しました。

試合を終えた林卓史野球部監督(経営学部講師)は、「今回の試合

で、プロ選手の野球に対する真剣な取り組みが学生たちへの刺激になっ

た」と試合を振り返っていました。
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車球

東海リーグで女子V
一宮総合体育館(愛知県)で開催された「東海学生卓球秋季リーグ

戦」において、体育会卓球部(女子)はみごと「優勝」の栄冠に輝きました。

最終戦まで全勝(4勝)で迎えた最終日、宿敵愛知工業大学と優勝をか

けて戦った一戦は、朝日大学が競り勝ちみごと東海リーグを制覇しました。

男子チームは好ゲームを展開するも、愛知工業大学、中京学院大学

に敗れ3位となりました。

.ホームマッチゲーム

また、全日本卓球リーグに

所属する卓球部(男子)は、

後期1部リーグのホームマッ

チゲームを穂積キャンパス体

育館で開催し愛知工業大学

と対戦しました。 ホームマッチゲームで愛知工業大学と対戦

地元の中学生や卓球愛好者、学生・教職員の大声援をうけ戦うも、残

念ながら秋季リーグのリベンジは果たせませんでした。

ホッケ-

東海選手権で優勝

グリーンスタジアム(各務原市)で開催された「第20回東海学生ホッ

ケー選手権大会」で体育会ホッケ一部はみごと「優勝」の栄冠に輝きまし

た。この大会で福山正太選手(ビジネス企画3年.鹿児島)が最優秀選手

に選ばれました。

大学ナンノfーワンをめざせホッケ一部!

柔道

4階級を制覇

体育会柔道部(女子)は、「第31回東海学生女子柔道体重別選手権

大会jに出場し、中江菜々望選手(法2年・大阪)が48k級、岩堀友貴選

手(ビジネス企画4年:福井)が63k級、古川恵海選手(経営情報2年.宮

崎)が78k級、棟方叶選手(法2年:青森)が78k超級でそれぞれ「優勝J
し、みごと4階級制務という好成績を収めました。

07 



ASAHI University News Letter 

••• ••• ••• TOPICS 

ヴァイオリンリサイタル

歯科医師をめざしながらヴ、ァイオリニス

トとして音楽活動を行っている山口豊さ

ん(歯学部5年生:東京都出身)の「ヴァ

イオリンリサイタル」が岐阜県図書館多目

的ホールで開催されました。「音楽を通じ

て多くの人を笑顔にしたいJと語る山口さ

んは、朝日大学歯学部で学びながら岐

阜市民楽団「岐阜チェンパーアンサンプ

ル」のコンサートマスターとしても定期演

奏会などに出演しています。

.聴衆を魅了

2歳からヴァイオリンをはじめ、これまで、数々の優勝や入賞を重ねてきた

山口さんはリサイタルで、「スプリングソナタ(ベートーベン)Jや「ツィゴイネル

ワイゼン(サラサーテ)Jなど6曲を岐車市出身のピアニスト大野敦子さん
と共に奏で、会場内の約300名の聴衆を魅了し;ました。

秋季入学式を挙行

すがすがしい秋空の下、2014年度朝日大学秋季入学式が穂積キャン

パス6号館大講義室にて厳粛に挙行されました。

今秋の入学者は、世界4カ国から総員24名(学部、大学院、留学生別

科)。学長告辞を緊張した面持ちで受けた新入生の新たなページがここ

朝日大学でスタートすることとなり、有意義で充実した学生生活が送られ

ることを期待します。

.建学の精神遵守を誓う

式典では、大友克之学長からの入学許可に引き続き、「建学の精神に

基づき朝日大学での勉学・研究にそれぞれが遁進し、有意義な学生生

活を送ってくだ、さい」と告辞が述べられ、入学生の代表からは、「建学の

精神を遵守し、学業成就に向けて日々努力します」との力強い宣誓が行

われました。

入学の許可を受ける入学生たち
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秋季学位記授与式

秋季学位記授与式ならびに修了式が穂積キャンノTス6号館大講義室

において華やかに挙行されました。

今秋の卒業生・修了生は、学部卒業生、大学院修了生、留学生別科

修了生の総員34名(5カ国)。式典では大友克之学長から、学位記、修

了証書が一人ひとりに手渡され、卒業生らは緊張しつつも充実感に満ち

溢れた面持ちで学位記を受領していました。

.新たな門出を祝福

教職員・父母等に拍手で送り出

された卒業生たちは皆、朝日大学で

の学生生活の日々を振り返りながら

も、これから始まる新生活への希望

吋 に満ちた表情でした。また、式典終

了後には、卒業記念パーティーが6

卒業記念パーティーで新たな門出を祝福 号館ホールで開かれ、華やかな

ノTーティー会場では、卒業生たちが新たな門出を互いに満面の笑顔で

祝福し合っていたのが印象的でした。

国内外で、ブラッシング指導

歯学部小児歯科学分野の

近藤亜子先生が、カンボジア

王国シェムリアップ市内の

Wat Svey小学校を訪問し、

幼若永久歯の麟蝕(虫歯)予

防介入を目的に低学年児童

400名に対しフゃラッシング指導

とフッ化物塗布を千示、ました。

現地では歯磨きをするとい カンボジアでフッ化物塗布を行う近藤先生

う習慣があまりなく、子供たちの口腔内には歯垢(プラーク)が多く付着し、

麟蝕や歯肉炎に擢患している児童が多数を占め、まったく齢蝕がみられ

ない児童は残念ながらほとんどいなかったようでした。

.効果的な歯磨き

また、歯学部の学生グループ「社会歯科医療研究会」は、郡上市八幡

町の妙高こども園で同研究会OBの歯科医師らと共に親子歯科教室を

開催。園児や保護者たちは、歯磨きの大切さや正しい歯の磨き方を学生

たちによる寸劇やブPラッシング指導を通じ学びました。

同研究会は、地域に予防歯科を浸透させようと、瑞穂市と郡上市の保

育園や中学校を定期的に訪問し指導を行っています。
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